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平
成
２３
年
度
喜
多
方
市
行
政
区
長
会
議

と
行
政
区
長
会
連
合
会
総
会
が
５
月
１８
日
、

喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
、
行
政
区
長
会
連
合
会
会
長
に
選
出

さ
れ
た
髙
澤
嶽
さ
ん
が
議
長
と
な
り
、「
市

全
体
ま
た
は
町
全
体
に
か
か
わ
る
要
望
に

つ
い
て
」
を
議
題
に
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

（
回
答
）

現
地
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
当
水
路
は

農
業
用
水
路
で
あ
り
、
水
量
が
多
く
、
側

溝
や
枡
に
蓋
が
敷
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
路

肩
幅
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
道
路
と

の
位
置
関
係
に
よ
り
側
溝
枡
が
歩
行
者
に

と
っ
て
一
部
危
険
箇
所
に
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
水
路
全

体
の
転
落
防
止
施
設
設
置
の
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
２３
年
度
以
降
に
側

溝
枡
に
転
倒
防
止
を
目
的
と
す
る
歩
行
者

用
防
護
柵
設
置
な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

当
水
路
は
農
業
用
水
路
で
あ
る
た
め
、

施
設
管
理
者
を
含
む
関
係
者
と
の
協
議
が

必
要
な
場
合
に
お
い
て
は
、
地
元
行
政
区

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
回
答
）

昨
年
度
に
要
望
が
あ
り
ま
し
た
市
民
も

一
緒
に
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
で
す

が
、
撤
去
し
て
も
な
お
か
つ
増
え
て
障
害

と
な
る
ゴ
ミ
な
ど
の
対
応
が
難
し
く
、
結

論
を
出
す
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
検
討
の
際
に
、
市
内
の

水
系
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
ど
こ

に
清
流
事
業
で
設
置
し
た
水
門
や
ス
ク
リ

ー
ン
が
あ
る
の
か
、
全
体
図
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
、
今
回
提
案
が
あ
り
ま
し
た
水

路
系
統
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
際
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
体

制
や
作
業
内
容
に
つ
い
て
も
、
該
当
す
る

区
長
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
回
答
）

当
路
線
は
道
路
北
側
と
南
側
の
拡
幅
工

事
が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
市
と
し
て
は
、
県
道
交
差
点
隅

切
り
用
地
確
保
の
た
め
地
権
者
と
交
渉
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
同
意
は
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

当
用
地
以
外
の
東
側
の
土
地
に
つ
い
て

も
す
で
に
住
宅
な
ど
が
あ
り
、
車
両
待
避

所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
用
地
確
保
は

困
難
で
す
。

市
と
し
て
は
、
通
行
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
当
路
線
の
一
方
通
行
な
ど

の
交
通
規
制
に
よ
る
車
両
抑
制
に
つ
い
て
、

再
度
地
区
で
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
通
学
路
脇
の
水
路
へ
の
転
落
防
止
処
置

に
つ
い
て
」

上
三
宮
町
下
三
宮
よ
り
松
山
町
村
松
へ

通
じ
る
市
道
の
、
下
三
宮
橋
よ
り
上
三
宮

小
学
校
へ
の
道
路
・
市
道
上
三
宮
〜
下
三

宮
線
は
、
小
学
校
、
幼
稚
園
の
通
学
路
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
並
行
し
て
幅
７０
㌢
深

さ
４０
㌢
の
水
路
が
あ
り
、
子
ど
も
の
転
落

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
区
間
の
転
落

防
止
処
置
を
要
望
し
ま
す
。

「
市
街
地
水
路
の
系
統
の
説
明
会
実
施
に

つ
い
て
」

市
で
は
清
流
計
画
に
よ
り
市
街
地
の
清

流
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
と
は
思
い

ま
す
が
、
市
街
地
を
流
れ
る
水
路
が
ど
こ

か
ら
流
れ
て
き
て
ど
こ
へ
流
れ
て
い
く
の

か
と
い
っ
た
、
各
水
路
の
経
路
を
明
ら
か

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
昨
年
度
要
望
し
た

清
流
の
ま
ち
推
進
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
設
置
と
合
わ
せ
て
要
望
し
ま
す
。

「
市
道
の
拡
幅
に
つ
い
て
」

昨
年
度
に
引
き
続
き
要
望
し
ま
す
。
市

道
２

－

４
号
と
３
０
５
６
号
上
に
は
、
小

学
校
、
幼
稚
園
、
公
民
館
、
児
童
ク
ラ
ブ

館
な
ど
の
文
教
施
設
が
並
ん
で
い
ま
す
。

車
道
の
幅
員
も
４
・
３
㍍
と
狭
く
、
県

道
に
面
す
る
隅
切
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全

面
拡
幅
を
要
望
し
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず

一
部
可
能
な
場
所
か
ら
で
も
拡
幅
を
要
望

し
ま
す
。

上三宮町

喜多方地区

松山町

上三宮町
代表行政区長
佐藤常良さん

喜多方地区
代表行政区長
穴澤　明さん

松山町
代表行政区長
佐瀬勝司さん

行
政
区
長
会
連
合
会
長
に
選
出

さ
れ
た
髙
澤
嶽
さ
ん
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（
回
答
）

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
喜
多
方

市
地
域
防
災
計
画
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ（
田
付
川
、
濁
川
、
押
切
川
）、
地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

防
災
無
線
は
本
庁
に
親
局
、
塩
川
総
合

支
所
に
遠
隔
制
御
卓
を
新
設
し
、
す
で
に

整
備
し
た
熱
塩
加
納
、
山
都
お
よ
び
高
郷

地
区
の
施
設
を
デ
ジ
タ
ル
回
線
で
統
合
し

ま
し
た
。
整
備
さ
れ
て
い
な
い
喜
多
方
地

区
、
塩
川
地
区
に
つ
い
て
は
、
光
フ
ァ
イ

バ
を
活
用
で
き
な
い
か
な
ど
、
経
費
、
場

所
な
ど
の
問
題
を
含
め
て
総
合
的
に
検
討

し
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
慶
徳
地
区
の
み
の
先
行

整
備
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

（
回
答
）

２３
年
度
以
降
、
年
次
計
画
に
よ
り
、
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
安
全
対
策
の
た
め
の
二
重

外
側
線
に
よ
る
表
示
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
い
て
は
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

国
道
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
２１
年
度

末
に
県
の
や
さ
し
い
道
づ
く
り
推
進
事
業

第
７
次
計
画
エ
リ
ア
と
し
て
計
画
さ
れ
地

域
の
代
表
者
や
学
校
関
係
者
を
交
え
た
検

討
会
を
行
い
な
が
ら
計
画
策
定
が
行
わ
れ

ま
す
。
歩
道
の
段
差
解
消
に
つ
い
て
は
県

に
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体

的
な
計
画
区
域
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
早
期
整
備
を
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

（
回
答
）

県
道
北
山
・
会
津
若
松
線
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
沿
線
地
区
住
民
へ
の
道

路
計
画
説
明
会
並
び
に
現
地
説
明
会
が
開

催
さ
れ
道
路
法
線
な
ど
に
つ
い
て
了
解
を

得
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
用
地
取
得
が
開
始
さ
れ
、

今
年
度
は
一
定
の
用
地
取
得
が
完
了
し
た

箇
所
か
ら
改
良
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
こ
の
路
線
の
早
期
整
備

に
つ
い
て
県
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
と
も
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ン
タ
ー
、
公
民
館
な
ど
へ
通
じ
る
連
絡
道

と
し
て
、
ま
た
病
院
や
老
健
施
設
、
斎
場

や
墓
地
公
園
な
ど
、
緊
急
時
に
も
安
心
し

て
通
行
で
き
る
生
活
道
と
し
て
、
こ
の
路

線
の
持
つ
重
要
性
、
利
便
性
の
認
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
太
用
寺
橋
と
合
わ
せ
て

整
備
拡
充
を
要
望
し
ま
す
。

（
回
答
）

こ
の
路
線
の
持
つ
重
要
性
、
利
便
性
お

よ
び
太
用
寺
橋
の
老
朽
化
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
も
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
単
に
現
道
路
拡
幅
に
よ
る
対

応
で
は
大
型
車
の
通
行
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
太
用
寺
橋
の
架
け
替
え
と
合
わ
せ
た

道
路
整
備
計
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
危
機
管
理
体
制
の
充
実
と
徹
底
に
つ
い

て
」今

回
の
災
害
で
、
初
動
体
制
の
充
実
と

住
民
の
危
機
意
識
啓
発
の
必
要
を
強
く
感

じ
ま
す
。

①
市
に
よ
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充

実
と
市
民
に
対
す
る
配
布
、
②
市
全
域
対

応
可
能
な
防
災
無
線
の
整
備
、
あ
る
い
は

未
整
備
な
慶
徳
地
区
に
公
民
館
を
キ
ー
局

と
し
た
防
災
無
線
の
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

「
市
道
１
ー
１
号（
一
ノ
堰
・
大
沢
線
）
沿

い
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
」

市
道
１

－

１
号
拡
張
工
事
が
完
成
し
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
カ
ラ
ー
歩
道
を
国
道
４

５
９
号
交
差
点
か
ら
県
道
喜
多
方
河
東
線

交
差
点
ま
で
至
急
導
入
す
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。
あ
わ
せ
て
国
道
４
５
９
号
線
橿
野

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
か
ら
市
道
１

－

１
号

交
差
点
ま
で
の
段
差
歩
道
解
消
工
事
に
つ

い
て
も
要
望
し
ま
す

「
県
道
北
山
・
会
津
若
松
線
の
拡
張
と
歩

道
の
設
置
に
つ
い
て
」

県
道
北
山･

会
津
若
松
線
小
沼
地
区
南

側
、
県
道
３
３
２
号
の
交
差
点
か
ら
雄
国

地
区
よ
り
の
恋
人
坂
と
北
山･

会
津
若
松

線
の
交
差
点
ま
で
は
、
特
に
狭
く
、
接
触

事
故
な
ど
が
発
生
し
危
険
で
す
。
恋
人
坂

交
差
点
は
狭
く
観
光
客
な
ど
か
ら
の
苦
情

も
あ
り
ま
す
。
金
沢
地
区
か
ら
小
沼
地
区

ま
で
の
早
期
着
工
を
要
望
し
ま
す
。

｢

市
道
５
１
０
１
号（
上
岩
崎
北
線
）
並
び

に
太
用
寺
橋
の
整
備
・
拡
充
に
つ
い
て
」

岩
月
町
上
岩
崎
北
側
を
通
る
市
道
５
１

０
１
号
は
、
道
幅
が
狭
く
急
カ
ー
ブ
が
あ

り
、
脱
輪
し
や
す
い
、
対
向
車
と
の
す
れ

違
い
に
苦
労
す
る
、
見
通
し
が
悪
く
通
り

た
く
な
い
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
近
年
で
は
国
道
１
２
１
号
を
は

じ
め
、
温
泉
保
養
施
設
、
高
齢
者
活
動
セ

慶徳町

関柴町

熊倉町

岩月町

慶徳町
代表行政区長
小山喜男さん

関柴町
代表行政区長
伊藤幸太郎さん

熊倉町
代表行政区長
磯部邦夫さん

岩月町
代表行政区長
坂内重也さん

 行政区長会連合会総会



広報きたかた　2011.7 ◯4

（
回
答
）

２２
年
度
の
秋
の
懇
談
会
に
お
い
て
、
沖

行
政
区
よ
り
歩
道
設
置
の
要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
道
の
舗
装
工
事
に

つ
い
て
は
、
道
路
評
価
を
行
い
評
価
の
高

い
順
か
ら
計
画
的
に
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
、
市
の
道
路
評
価
に
よ
り
整
備
順

位
を
決
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
通
学
路
の
防
犯
・
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
、
街
路
灯
の
設
置
に
つ
い

て
は
早
急
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
回
答
）

福
島
県
市
長
会
や
会
津
総
合
開
発
協
議

会
を
通
じ
て
出
荷
制
限
や
風
評
被
害
に
対

す
る
十
分
な
補
償
、
農
産
物
の
検
査
体
制

強
化
と
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
農
産
物
の

速
や
か
な
制
限
解
除
、
風
評
被
害
の
防
止

な
ど
に
つ
い
て
、
県
や
国
に
対
し
て
緊
急

に
要
請
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
市
長

自
ら
が
東
京
の
大
田
市
場
な
ど
で
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
も
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
地
方
気
象
台
津
波
防
災
官

を
講
師
に
し
た
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
チ
ラ
シ
「
喜
多
方
市
か
ら
の
緊

急
情
報
」
や
き
た
か
た
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
迅
速
か
つ
適
切

な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

（
回
答
）

平
成
２１
年
度
に
、
本
庁
に
親
局
、
塩
川

総
合
支
所
に
遠
隔
制
御
卓
を
新
設
し
、
熱

塩
加
納
総
合
支
所
、
山
都
総
合
支
所
及
び

高
郷
総
合
支
所
の
既
存
施
設
と
の
デ
ジ
タ

ル
回
線
に
よ
る
暫
定
統
合
を
い
た
し
ま
し

た
。
喜
多
方
地
区
お
よ
び
塩
川
地
区
に
つ

い
て
は
、
防
災
無
線
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
た
め
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
防
災
無

線
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
多
額
の
経
費

が
必
要
と
な
る
な
ど
の
課
題
も
多
く
、
ま

だ
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
昨
年
度
に
整
備
さ
れ
た
光

フ
ァ
イ
バ
を
活
用
で
き
な
い
か
な
ど
、
そ

の
整
備
方
法
に
つ
い
て
範
囲
を
広
げ
な
が

ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
回
答
）

①
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
塩
川
喜
多

方
線
の
改
良
工
事
を
優
先
し
て
進
め
て
お

り
、
こ
れ
に
並
行
し
て
の
工
事
は
財
政
的
に

難
し
い
た
め
工
事
完
了
後
に
実
施
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
②
豊
川
小
学
校
の
見
守
り
隊
、

教
職
員
に
よ
る
交
通
安
全
週
間
、
月
初
め

の
信
号
機
、
踏
切
で
の
指
導
を
行
い
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
③
東
側
の
現
道
一

ノ
堰
大
沢
線
の
歩
道
工
事
と
の
関
連
が
あ

り
、
現
在
は
歩
道
設
置(

改
築)

を
優
先
的
に

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
磐
越
西
線
と

の
交
差
部
が
生
じ
る
た
め
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
も

必
要
で
す
。
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の

大
き
な
計
画
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
考
慮

し
、
整
備
計
画
を
検
討
し
ま
す
。

「
市
道
東
鎧
召
集
落
南
側
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
」

東
鎧
召
地
区
内
の
農
免
道
路
に
は
歩
道

が
な
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

の
た
め
、
同
集
落
南
側
の
道
路
が
通
学
路

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
道
路
は
未
舗
装
の

た
め
、
早
急
な
舗
装
整
備
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
防
犯
上
か
ら
街
路
灯
の
新
設
に

つ
い
て
も
お
願
い
し
ま
す
。

「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

放
射
能
漏
れ
事
故
に
伴
う
健
康
や
農
産
物

に
対
す
る
被
害
防
止
に
つ
い
て
」

原
発
事
故
の
早
期
収
束
や
風
評
被
害
の

防
止
、十
分
な
被
害
補
償
が
さ
れ
る
よ
う
、

市
と
し
て
も
国
や
東
京
電
力
に
強
く
働
き

か
け
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

入
田
付
周
辺
を
震
源
と
す
る
群
発
地
震

に
つ
い
て
継
続
し
た
安
心
で
き
る
情
報
の

提
供
を
要
望
し
ま
す
。

「
防
災
無
線
の
配
備
に
つ
い
て
」

本
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
・
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
・
更
に
は

喜
多
方
市
岩
月
町
北
東
部
で
発
生
し
て
い

る
地
震
な
ど
心
配
ご
と
が
絶
え
ず
、
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
る
一
元
的
な

情
報
の
伝
達
は
絶
対
に
必
要
と
考
え
、
防

災
無
線
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
要
望
し

ま
す
。

｢

市
道
１
ー
６
号
沿
線
の
歩
道
整
備
等
に

つ
い
て｣

①
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
本
店
の
南
か
ら
国

道
１
２
１
号
堂
畑
の
信
号
機
ま
で
の
区
間

へ
の
歩
道
建
設
、
②
歩
道
設
置
ま
で
の
期

間
の
一
ノ
堰
踏
切
か
ら
一
ノ
堰
一
区
の
信

号
機
ま
で
の
区
間
へ
の
通
学
時
の
誘
導
員

配
置
、
③
一
ノ
堰
一
区
の
信
号
か
ら
西
側

に
磐
越
西
線
を
横
断
し
旧
国
道
に
接
続
す

る
新
た
な
道
路
の
建
設
を
要
望
し
ま
す
。

堂島地区

熱塩加納町

塩川地区

豊川町

堂島地区
代表行政区長
佐藤雄一さん

熱塩加納町
代表行政区長
遠藤仁さん

塩川地区
代表行政区長
齋藤治夫さん

豊川町代表
高吉一区行政区長
佐藤源一さん
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（
回
答
）

現
在
、
市
内
の
主
な
社
会
体
育
施
設
の

駐
車
場
は
、
高
郷
運
動
広
場
を
含
め
６
つ

の
施
設
の
駐
車
場
が
未
舗
装
の
状
況
に
あ

り
、
舗
装
の
整
備
に
向
け
引
き
続
き
事
業

予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
郷
運
動
広
場
駐
車
場
の
現
状
の
対
応

と
し
て
は
、
去
る
５
月
６
日
に
敷
き
均
し

を
行
い
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
駐
車
場
の
舗
装
が
整
備
さ
れ

る
ま
で
定
期
的
に
施
設
の
状
況
を
確
認
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
敷
き
均
し
に
よ
り
利
用

者
に
不
便
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

（
回
答
）

上
窪
行
政
区
か
ら
旧
Ｊ
Ａ
駒
形
支
所
ま

で
の
区
間
は
、
駒
形
第
二
地
区
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
計
画
の
中
で
非
農
用
地

区
域
設
定
申
請
に
よ
り
歩
道
用
地
を
確
保

し
て
い
く
方
向
で
、
駒
形
土
地
改
良
区
や

会
津
農
林
事
務
所
と
協
議
を
行
い
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
竹
屋
か
ら
上
原
ま

で
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
ほ
場
整
備
計
画

の
進
歩
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
今
後
の
検

討
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
道
東
常
世

深
沢
線
に
つ
い
て
は
、
県
道
が
西
側
に
バ

イ
パ
ス
化
さ
れ
交
通
量
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
東
側
へ
白
線
と
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
工
事
を
行
い
、
同
様
に
南

屋
敷
方
面
へ
継
続
し
て
施
工
し
ま
す
。

（
回
答
）

こ
れ
ら
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
世
帯
数

も
少
な
く
採
算
性
の
面
か
ら
も
今
後
携
帯

電
話
事
業
者
が
自
主
的
に
整
備
す
る
見
込

み
は
低
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
補
助
事
業
実

施
に
は
、
携
帯
電
話
事
業
者
の
参
画
が
必

須
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
が
昨

年
度
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
伝
送
路

と
し
て
活
用
し
整
備
す
る
手
法
に
つ
い
て

検
討
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
事
業
実
施
時

に
お
け
る
事
業
者
負
担
軽
減
策
の
提
案
を

含
め
、
事
業
へ
の
参
画
に
つ
い
て
、
各
携

帯
電
話
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
回
答
）

ご
要
望
の
小
出
か
ら
別
府
間
に
お
い
て

は
、
冬
期
間
の
風
雪
に
よ
る
地
吹
雪
や
吹

き
溜
り
に
よ
り
中
学
生
の
通
学
に
も
影
響

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
開
催
予
定
の

建
設
事
務
所
地
域
検
討
会
へ
、
防
雪
柵
設

置
の
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
高
郷
運
動
広
場
・
高
郷
体
育
館
の
駐
車

場
舗
装
に
つ
い
て
」

高
郷
運
動
広
場
の
駐
車
場
は
、
砂
利
敷

き
の
未
舗
装
で
、
砂
利
に
足
を
取
ら
れ
た

り
雨
天
時
は
水
溜
り
が
で
き
た
り
し
て
利

用
し
に
く
い
現
状
で
す
。
ま
た
高
郷
体
育

館
の
下
に
あ
る
駐
車
場
も
砂
利
敷
き
で

す
。
多
く
の
町
民
が
憩
い
の
場
、
ス
ポ
ー

ツ
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
の
で
、

駐
車
場
の
舗
装
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
農
免
道
路
、
旧
県
道
へ
の
歩
道
併
設
に

つ
い
て
」

上
窪
〜
竹
屋
〜
上
原
行
政
区
間
の
農
免

道
路
は
、
中
学
校
の
通
学
路
の
た
め
自
転

車
利
用
も
多
く
、通
行
に
危
険
性
が
多
く
、

早
急
に
歩
道
設
置
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
駒
形
小
学
校
か
ら
東
常
世
ま
で
の

旧
県
道
北
山
・
会
津
若
松
線（
市
道
東
常

世
深
沢
線
）に
つ
い
て
も
、
早
期
に
計
画
・

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

「
携
帯
電
話
の
不
通
話
地
域
解
消
に
つ
い

て
」こ

れ
ま
で
不
通
話
地
域
で
あ
っ
た
蓬
菜

地
区
、
朝
倉
地
区
に
つ
い
て
解
消
し
て
い

た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
一
川
地
区
、
藤
巻
地
区
お
よ
び

川
入
地
区
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
不
通
話

地
域
と
な
っ
て
お
り
、
携
帯
電
話
が
使
用

で
き
る
よ
う
、
早
急
に
整
備
を
し
て
い
た

だ
き
た
く
強
く
要
望
し
ま
す
。

「
県
道
熊
倉
・
塩
川
線
の
小
出
か
ら
別
府

間
へ
の
防
風
・
防
雪
柵
の
設
置
に
つ
い
て
」

県
道
熊
倉
・
塩
川
線
の
小
出
地
区
か
ら

別
府
間
に
お
い
て
、
冬
期
間
、
西
風
に
よ

っ
て
地
吹
雪
が
お
こ
り
、
視
界
が
悪
く
、

ま
た
道
路
幅
も
狭
く
な
り
、
通
学
す
る
中

学
生
や
道
路
を
利
用
す
る
人
々
に
と
っ
て

大
変
危
険
で
す
。

こ
の
状
況
を
緩
和
で
き
る
よ
う
に
、
防

風
・
防
雪
柵
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

高郷町

駒形地区

山都町

姥堂地区

高郷町
代表行政区長
成田辰平さん

駒形地区
代表行政区長
今井輝雄さん

山都町
代表行政区長
髙橋満行さん

姥堂地区
代表行政区長
白井甚喜さん

 行政区長会連合会総会
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「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
お
持
ち
で

す
か万

一
入
院
の
際
に
、
あ
ら
か
じ
め
申
請

病
院
窓
口
で
医
療
費
お
よ
び
食
事
代
の
負

担
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
、
ま
た
は

減
額
に
な
る
制
度
で
す（
左
の
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

◆
新
た
に
交
付
が
必
要
な
方

○
限
度
額
適
用
認
定
証
…
７０
歳
未
満
の
方

で
住
民
税
課
税
、
上
位
所
得
者
世
帯
の
方

↓
入
院
時
の
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。

○
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
…
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
↓
入
院
時

の
食
事
代
お
よ
び
医
療
費
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
方
に
は
交
付
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
現
在
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

２２
年
８
月
以
降
に
認
定
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
、
２３
年
７
月

３１
日（
※
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
国
保
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
に
て
更
新
の
ご
案

内
を
し
ま
す
の
で
、
２３
年
８
月
以
降
も
引

き
続
き
認
定
証
の
交
付
が
必
要
と
な
る
方

は
、
８
月
１
日
以
降
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
７５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
等
に
つ
い

て
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

認
定
証
が
必
要
と
な
る
方
の
国
民
健
康

保
険
証
、
高
齢
受
給
者
証（
高
齢
受
給
者

の
方
）

※
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証（
低
所
得
者
Ⅰ
以
外
の
方
）の
交
付
を
受

け
て
い
た
期
間
の
入
院
日
数
が
９０
日
を
越

え
る
場
合
に
は
、
そ
の
確
認
が
で
き
る
証

書（
領
収
書
な
ど
）

◆
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
更
新
さ
れ
ま
す

〔
今
回
の
更
新
対
象
者
…
昭
和
１１
年
８
月

２
日
生
ま
れ
〜
昭
和
１６
年
７
月
１
日
生
ま

れ
〕新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
古
い
高
齢
受
給
者
証

は
、
８
月
１
日
以
降
に
す
み
や
か
に
市
民

課
、
保
健
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

の
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

２３
年
８
月
以
降
の
負
担
割
合（
１
割
ま

た
は
３
割
）は
、
２３
年
度
住
民
税
の
所
得

に
よ
り
再
判
定
す
る
結
果
に
基
づ
き
ま

す
。ま

た
、
窓
口
負
担
が
「
１
割
」
と
判
定

さ
れ
る
方
の
高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担

金
の
割
合
は
、「
２
割（
平
成
２４
年
３
月
３１

日
ま
で
は
１
割
）」（
※
）と
表
記
さ
れ
ま

す
。

※
平
成
２３
年
４
月
１
日
か
ら
窓
口
負
担
が

２
割
と
な
る
予
定
で
し
た
が
、
２４
年
３
月

３１
日
ま
で
１
割
の
ま
ま
据
え
置
く
と
し
た

改
正
を
受
け
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
表
記

と
な
り
ま
す
。

◆
２３
年
７
月
２
日
以
降
に
７０
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
る
方

〔
昭
和
１６
年
７
月
２
日
以
降
が
誕
生
日
の

方
〕

※
高
齢
受
給
者
証
は
該
当
す
る
月
の
前
月

末
ま
で
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

○
７０
歳
の
誕
生
日
が
１
日
の
方
…
誕
生
月

か
ら
該
当

○
７０
歳
の
誕
生
日
が
１
日
以
外
の
方
…
誕

生
月
の
翌
月
か
ら
該
当

保
健
課
国
保
医
療
係
☎（
２４
）
５
２
２

４
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー

ビ
ス
班

入
院
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

７０
歳
か
ら
74
歳
の
皆
さ
ん
へ

国国

加入者の皆さんへ

70歳未満の自己負担限度額(月額)

所 得 区 分 3回目まで 4回目以降

一 般
80,100円＋

医療費が267,000円を
超えた場合はその
超えた分の1％を加算

44,400円

上位所得者
150,000円＋

医療費が500,000円を
超えた場合はその
超えた分の1％を加算

83,400円

住 民 税
非課税世帯 35,400円 24,600円

※上位所得者…基礎控除後の総所得金額などが600万
円を超える世帯

70歳から74歳の自己負担限度額(月額)

所 得 区 分 外来(個人単位） 外来＋入院
(世帯単位)

一 般 12,000円 44,400円

現 役 並 み
所 得 者 44,400円

80,100円＋
医療費が267,000円を超
えた場合はその超えた
分の1％を加算(4回目以
降の場合44,400円)

低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円

低所得者Ⅰ 15,000円

※低所得者Ⅱ…同一世帯の世帯主および国保被保険者
が住民税非課税の方(低所得者Ⅰ以外の方)。
※低所得者Ⅰ…同一世帯の世帯主および国保被保険者
が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費･控
除(年金の所得は控除額を80万円として計算)を差し引
いたときに0円となる方。

問問
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被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
７
月
３１
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
の
保
険
証

を
７
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
、
８
月
以
降

に
市
役
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

前
年
所
得
額
が
確
定
後
、
８
月
上
旬
ま

で
に
保
険
料
額
お
よ
び
納
付
方
法
に
関
す

る
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
な
り
ま

す
が
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
場
合
な
ど
は
特
別
徴
収
で
き
な

い
た
め
、
普
通
徴
収（
納
付
書
に
よ
る
納

付
）と
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
付
時
期

◆
口
座
振
替
の
利
用

普
通
徴
収
の
場
合

「
口
座
振
替
」
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
で
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
場
合
は
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た

場
合
で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

別
に
口
座
振
替
依
頼
が
必
要
で
す
。

※
特
別
徴
収
を
中
止
し
口
座
振
替
へ
変
更

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

で
の
口
座
振
替
手
続
き
と
と
も
に
、
市
役

所
へ
「
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２２
年
度
に
引
き
続
き
、
世
帯
内
の

被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主
の
総
所
得
金
額

等
の
合
計
額
に
よ
り
、
該
当
す
る
場
合
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
の
課
税
所
得
額
が
５８
万

円
以
下
の
方
の
所
得
割
額
軽
減
に
つ
い
て

も
継
続
さ
れ
ま
す
。

毎
年
８
月
に
前
年
中
の
所
得
額
に
応
じ

て
負
担
割
合
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
当

初
３
割
負
担
と
判
定（
同
一
世
帯
内
で
住

民
税
の
課
税
所
得
額
１
４
５
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
る
場
合
）さ
れ
た
方
は
、

収
入
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
場
合
に
は

負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
別
に

通
知
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
期
限
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
前
年
中
の
収
入

額
が
わ
か
る
書
類（
確
定
申
告
書
な
ど
の

写
し
）

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
あ
る
被
保

険
者
の
方
が
万
が
一
入
院
さ
れ
た
場
合
に

は
、あ
ら
か
じ
め
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

食
事
代
の
減
額
や
医
療
費
を
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
認
定
証

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
は
有
効

期
限
が
平
成
２３
年
７
月
３１
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
た
め
更
新
の
通
知
を
し
ま
す
の

で
、
８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
必
要
な

方
は
手
続
き
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
交
付

を
受
け
た
認
定
証
を
病
院
窓
口
に
提
示
し

な
か
っ
た
場
合
や
更
新
を
し
な
か
っ
た
場

合
、
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
は
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
食
事
代
の
差
額
に
つ
い
て
は
減

額
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
低
所
得
Ⅱ
の
区
分
に
該
当
す
る
方
は
領

収
書
な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
更
新
の
通
知
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

保
健
課
国
保
医
療
係
☎（
２４
）５
２

２
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
市
民
サ

ー
ビ
ス
班

被
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

負
担
割
合
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す

保
険
料
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
に
つ
い
て

後

加入者の皆さんへ

問問

申申

年金収入で見た軽減イメージ
夫婦世帯の例

夫の
年金収入

80
万円

153
万円

168
万円

192.5
万円

211
万円

238
万円

（妻の年金収入80万円
以下の場合)

保
険
料　

４
万
円 ９

割
軽
減

８
・
５
割
軽
減

５
割
軽
減 ２

割
軽
減

〔
所
得
割
〕

〔
均
等
割
〕

5割軽減｝

仮徴収（※1） 本徴収（※2）
4月 6月 8月 10月 12月 2月

第1期 第2期 第3期 第4期
8月31日 9月30日 10月31日 11月30日
第5期 第6期 第7期
1月4日 1月31日 2月29日

特別徴収(年金からの天引き)の年金支給月

普通徴収の納期限

(※1)仮徴収…前々年中の所得額により算出した暫定の
保険料額
(※2)本徴収…前年中の所得額により算出した確定保険
料額から仮徴収した分を差し引いた保険料額



生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

広報きたかた　2011.7 ◯8

市
内
の
小
中
学
生
が
社
会
や
世
界
に
向

け
て
の
意
見
、
学
校
や
地
域
、
友
人
や
家

族
と
の
関
わ
り
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
少
年
ら
し
い
自
由
で
素
直
な
感
性

で
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
ま
す
。
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

仕
事
や
家
事
に
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ

ん
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
い
か
が
で

す
か
。

◆
場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
お
よ
び
体

育
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
料

材
料
費（
実
費
）

◆
申
し
込
み

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

７
月
２２
日（
金
）

申
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２３
）１
４
０
３

◆
日
程

７
月
２３
日（
土
）

◆
会
場

喜
多
方
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

◆
内
容

小
学
生
１０
人
、
中
学
生
１１
人
が

発
表
し
ま
す
。
こ
の
他
に
「
家
庭
の
日
ふ

れ
あ
い
標
語
」
作
品
の
表
彰
式
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

ア
ッ
プ
講
座

ラ
イ
フ
・
ス
テ
ッッ
プ

参
加
者
募
集

市
大
会

少
年
の
主
張
喜
多多
方

問問

問問

月日 内　　容
８月５日 開講式・講義「歯について学ぼう」
８月19日 皆で節電！電気を使わない簡単レシピ
９月２・16日 ヨーガで心も体も若く美しく
10月７・21日 季節のものを用いて絵手紙教室
11月４日 スポーツの秋にニュースポーツを楽しもう
11月18日・
　　12月２日 身近な材料を用いてかごを作ってみよう

12月16日 お正月用のリースをアレンジしよう
１月６日 缶詰アレンジ料理を作ろう
１月20日 閉講式・手作りお菓子でお別れ会

地域の良さを再発見！！

生涯学習推進特別事業！
　各地区の公民館14館が地域の特色ある個性豊かな事業を計
画しています。
　あなたの住んでいる地域の「宝もの」を探してみましょう。
公民館名 事業名 開催期日 電話番号
慶 徳 慶徳お田植えまつり鑑賞会 ７月２日 （22）1901

高 郷「化石発掘体験」及び「地震と会津地層講演会」 ７月17日
0241（44）
2263

駒 形
ふるさと再発見（田中集落
お田植え、森林公園整備、
寺子屋）

７月中旬 （27）8515

熊 倉 恋人坂・恋人岬　愛の31文
字コンクール

７月
～９月 （22）1801

熱塩加納 さわ・サワ・爽やか沢のぼ
り体験 ８月６日 （36）2117

岩 月 岩月フォトコンテスト ８月
～11月 （22）1324

上 三 宮 会津まほろば街道めぐりと
三島神社太々神楽の鑑賞会 ９月９日 （22）0912

塩 川 しおかわ・日橋川ウォーク ９月11日 （27）4174
堂 島 堂島歴史探訪 ９月17日 （27）2362

松 山
ふるさと再発見！
わがまち探検「まつやま」
まちなかてくてくウォーク

10月16日 （22）0644

豊 川 おぉ～っ　豊川のお宝展 10月16日
～22日 （22）0266

姥 堂 鏡ケ城の歴史を学ぶ 10月18日 （27）4106
関 柴 下柴彼岸獅子の鑑賞 10月23日 （23）1614

山 都 山都の自然体験ウォ－クラ
リー 10月23日 （38）2053

 申 生涯学習課生涯学習係 ☎（23）2115または各公民館問問申申

申申
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今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
喜
多
方
シ

テ
ィ
レ
ガ
ッ
タ
を
開
催
し
ま
す
。

ボ
ー
ト
競
技
の
ほ
か
、
体
験
乗
艇
、
マ
シ

ン
ロ
ー
イ
ン
グ
記
録
会
な
ど
も
行
い
ま
す
。

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
ご
家
族
、
お
友

だ
ち
と
楽
し
く
ボ
ー
ト
に
親
し
み
ま
せ
ん

か
。

◆
日
程

８
月
７
日（
日
）

◆
会
場

県
営
荻
野
漕
艇
場
特
設
コ
ー
ス

（
５
５
０
メ
ー
ト
ル
）

◆
種
目

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

◆
参
加
料

各
種
目
３
０
０
０
円（
中
学

生
の
部
は
無
料
）

◆
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、参
加
料
を
添
え
て
、７
月
２２
日（
金
）

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
一

部
の
種
目
に
お
い
て
、
活
動
休
止
や
会

場
変
更
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
押
切
川

公
園
体
育
館
の
一
般
利
用
が
再
開
し
、

下
記
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
４
月
に
配
布
の
「
生
涯
学
習

ガ
イ
ド
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
各
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

問問

問問

申申

会

市
民
ス
ポ
ー
ツ
講講
習
会

喜
多
方
シ
テ
ィ
レ
ガ
ッ
タ
参
加
者
募
集

〜
真
夏
の
水
上
運
動
会
〜

種　目 クルー編成
一般男子 漕手4名の合計年齢が140歳未満一般女子
シニア男子 漕手4名の合計年齢が140歳以上シニア女子
マスターズ男子 漕手4名の合計年齢が200歳以上マスターズ女子
アスリート男子 ボート選手、経験者、年齢の制限なしアスリート女子
ミックス 漕手2名以上が女性　年齢制限なし
中学生男子（舵手付スカル）漕手4名が中学生

（ナックル艇での参加も可）中学生女子（舵手付スカル）

種　目 問い合わせ先（事務局）
グラウンドゴルフ 竹内（0241-22-2262）
ソフトテニス 瓜生（0241-22-3236）
テニス 市村（090-1855-7316）
卓球・ラージボール卓球 五十嵐（0241-22-5113）
バドミントン 庄司（090-9742-6622）
太極拳 佐藤（0241-22-6776）
ソフトボール 菊地（0241-22-1592）

パークゴルフ 市ふるさと振興㈱高郷事業所
（0241-44-2888）

※卓球・ラージボール卓球は９月から。弓道は６月で終了しました。

市民プール「プール開き」
7月16日（土）午後1時30分～

※プール開き当日は入場無料です。
◆期間 7月16日（土）～9月4日（日）
 【ナイター営業】
 7月21日(木)～8月11日(木)
◆時間 第1回目 午前9時30分～11時30分
 第2回目 午後0時30分～2時30分
 第3回目 午後3時00分～5時00分
 ナイター 午後6時00分～8時00分
◆使用料（それぞれ1回につき）
　中学生以下30円 高校生50円 大人100円
◆休日【全日】8月22日（月）、8月29日（月）
 【ナイター】8月2日（火）・3日（水）
※8月21日（日）は市民水泳大会が開催されま
すので、一般利用できません。
◆無料開放日 7月16日（土）〔午後1時30分〕
  9月4日（日）最終日
市内各小・中学校を通じ児童・生徒に配布
しました「プールのお知らせ」文書で、営
業の開始間（第1回目）が誤っていました。
お詫びして修正いたします。
 生涯学習課スポーツ振興係
☎（23）2116
[期間中は市民プール　☎（22）2839]

問 問
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気
象
庁
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
今
年
の
６

〜
８
月
の
平
均
気
温
は
平
年
並
み
か
高
い

と
の
予
報
で
、
さ
ら
に
今
年
は
節
電
に
も

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
使
用
を
控
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

気
温
が
高
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
に

備
え
、
一
人
ひ
と
り
が
熱
中
症
を
正
し
く

理
解
し
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
体
の
水
分
や
塩

分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
を
調

整
す
る
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
で
起
こ
る
様
々
な
体
の
不
調

の
こ
と
で
す
。

環
境
条
件（
気
温
・
湿
度
が
高
い
、
風
が

弱
い
、
急
に
暑
く
な
っ
た
な
ど
）と
、
個
人

の
体
調
（
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
、
暑
さ

に
体
が
慣
れ
て
い
な
い
な
ど
）
が
組
み
合

わ
さ
る
と
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
屋
外
で
活
動
し
て
い
る
時
だ
け
で
な

く
、
寝
て
い
る
時
な
ど
、
室
内
で
起
こ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

環
境
面
で
は
…

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
い
室
温
・
湿

度
が
高
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
室
温
が
上
が
り
に
く
く
な
る
工
夫
を
す

る
。(

こ
ま
め
な
換
気
、
す
だ
れ
、
打
ち

水
な
ど)

☆
節
電
対
策
に
も
有
効
！

・
外
出
時
は
涼
し
い
時
間
帯
を
選
び
、
日

傘
や
帽
子
を
着
用
し
、
日
陰
の
利
用
、
こ

ま
め
な
休
憩
を
す
る
。

・
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
・
速
乾
性
に
優

れ
た
衣
服
を
着
る
。

体
調
面
で
は
…

・
食
事
か
ら
し
っ
か
り
栄
養
を
と
り
、
睡

眠
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
こ
ま
め

に
水
分
を
補
給
す
る
。（
汗
で
失
わ
れ
た

水
分
を
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
補
お
う
と
す

る
の
は
誤
り
で
す
。
水
分
補
給
は
水
や
お

茶
な
ど
に
し
ま
し
ょ
う
）

・
自
分
か
ら
体
調
の
変
化
を
訴
え
る
こ
と

が
少
な
い
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
な

ど
は
、
こ
ま
め
に
体
温
を
測
る
。

※
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
健
康
を
害

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
夏
は
、
過
去
に
例
を
み
な
い
ほ
ど
の
猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症

に
な
り
救
急
車
で
運
ば
れ
た
方
や
亡
く
な
ら
れ
る
方
の
数
が
前
年
に
比

べ
て
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
全
国
で
熱
中
症
に
よ
る
被
害
が
数
多
く

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
熱
中
症
の
予
防
と
対
処
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

熱
中
症
っ
て
何
？

ど
ん
な
時
に
起
こ
り
や
す
い
の
？

予
防
方
法
は
？

お年寄りや子どもたちは
特に注意して!!

・熱中症患者のおよそ半数は高齢者
(65歳以上)です。高齢者は暑さやの
どの渇きを感じる感覚機能と、暑さ
に対する体の調整機能が低下してい
ます。周囲の方が気配りしましょう。
・ベビーカーや小さい子どもたちの活
動空間は、地面からの熱を受けやす
く、大人より暑さの厳しい環境とな
りますので、特に配慮が必要です。
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軽
度

中
度

重
度

・
め
ま
い
　
・
立
ち
く
ら
み

・
筋
肉
痛
　
・
汗
が
と
ま
ら
な
い

・
頭
痛
　
・
吐
き
気

・
だ
る
い
　
・
体
に
力
が
入
ら
な
い

・
体
温
が
高
い
、
け
い
れ
ん

・
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
い

・
呼
び
か
け
に
対
す
る
反
応
が
お
か
し
い

・
意
識
が
な
い

まずはよく観察して

（気になる方の）意識は？

呼びかけへの反応は？

・自力で水分をとれない
・症状が改善しない

　木陰や涼しい場所、できればクーラーの
効いている室内に避難させましょう。

　冷水でぬらしたタオルで体を拭き、わき
の下や太ももの付け根を冷やしましょう。

　冷たい水やスポ
ーツ飲料などを少
しずつ与えましょう

救助隊を要請する

医療機関に
搬送する

涼しい環境へ避難させる

衣類を脱がせ、体を冷やす

水分、塩分を
補給する

ある

正常 異常

ない

熱中症かな？と思ったときの対処方法 十
分
に
予
防
し
て
い
て
も
、
熱
中
症
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
熱
中
症
を
疑
い
、
適
切
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
熱
中
症
を
疑
い

適
切
に
対
処
し
ま
し

う

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

栄養士の

知って役立つ  健康レシピ 《常備できるおかずで低栄養を防ごう》
　あと一品！　でも面倒！　こんな時におすすめなのが常備菜です。時間があるときまとめて
作っておけば、いざという時に大活躍です！　
　さばは、青魚の中でも栄養価が高くＤＨＡ（ドコサヘキサエン酸）が豊富に含まれています。
記憶力の低下を抑えたり、血液をサラサラにしたりする働きがあります。老化の抑制、胃腸疾
患の予防に役立ちます。

【材料（作りやすい1回分）】【材料（作りやすい1回分【材料（作りやすい1回分）】

　さば（正味）300g、生姜１かけ（好みで鷹さば（正味）300g、生姜１かけ（好みで鷹

の爪）のの爪）の爪）

　Ａ（醤油・酒　各大さじ４、　砂糖　大さじ１）Ａ（醤油・酒　各大さじ４、　砂糖　大さじ１）

　みりん少々、いり白ごま少々みりん少々、いり白ごま少々

【作り方】【作り方】【【作り方】【作り方】

①さばは三枚におろし、小骨を切り取り、約①①さばは三枚におろし、小骨を切り取り、約

1.5cm角に切る。1.5cm角に切る。

②生姜はせん切りにして鍋に入れ、Ａの調味②生姜はせん切りにして鍋に入れ、Ａの調味

と混と混料を加えて煮立て、さばを入れてサッと煮立加え 混を加えて煮立て、さばを 混加えて煮立て、さば料 混料を 混さ料を加えて煮立て さばを入れてサ と混料を加えて煮立て、さばを入れてサッと混

ぜてから、落とし蓋をして弱火で汁けがなぜてから 落とし蓋をして弱火で汁けがぜてから、落とし蓋をして弱火で汁けがな

くなるまでコトコト煮る。みりん少々を加えくなるまでコトコト煮る。みりん少々を加え

げ、白ごまをふる。て煮からめ、つやよく仕上げ、白ごまをふる。て煮からめ、つやよく仕上げ、白ごまをふる。

＊＊ さばの角煮 ＊＊今月
のメ
ニュ
ー

問問

も
し
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
？

も
し
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
？

肉や野菜のおかずも取り入れ、バランスよく食べましょう！


